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1、 緒 言

工場洗濯では古 くからネットを常用 してい

る.そ の 目的は,洗 浄時の洗濯物の分類区分

け ・加工の類別 ・機械力による風合い劣化の

低減化である.ネ ットの大 きさ30×30cm～76

×122cmに ついて,洗 濯物のネッ ト内浴比は

面積比1.5c㎡/gの 使用が慣習定着 している.

この場合,洗 濯機は回転式でランドリーの場

合の浴比は4倍 であるから洗濯物量 は通常の

浴比の1/4に 減らして使用する事になる1).

しか し,そ の根拠,機 械力の低減,風 合い劣

化の防止効果がどの程度であるか明らかにさ

れていない.

市販家庭用洗濯ネットは,近 年家庭で広 く

利用され,所 持率や所持枚数 も増加傾向にあ

る2)が,そ の種類 と大 きさは区々である.

白岩3)は,渦 巻式電気洗濯機 の洗濯におけ

る洗濯ネ ットの使用は,機 械エネルギーの面

か らは実質浴比の低下 と同様の効果をもたら

し,洗 浄率は低 くなるが洗浄率 とほつれの関

係に洗濯ネットの影響はないと述べている.

山田 ら4)は,家 庭洗濯の対象衣料の取 り扱

い絵表示にスリップ等ネット使用 と明示され

七いるものがあることから,下 着の洗濯機洗

いで機械力による損傷の軽減について報告 し

ているが,ネ ットの実際の使用条件は明 らか

ではない.

洗濯ネ ットのカタログによると,使 用方法

は 『洗濯ネ ット容積の2/3の 洗濯物を入れ

ると良い』 『ワイシャッ3枚,シ ーッ1枚 』

等で,衣 類を傷めずからみを防ぐとともに汚

れ落ちが良 く,洗 濯ムラを防 ぐ等の相反する

と思われるメリットのみが並べ られ,表 現概

要に明確 さを欠 く等あいまいに記 されている.

そこで,市 販の各種洗濯ネットについて,

使用 による洗浄効率とほつれの関係か らその

使用効果を検討 し,使 用方法の基準化 を試み

た.

2.実 験方法

2-1洗 濯 ネッ ト

家庭用洗濯ネットの種類は,角 型が主流で

あるが,丸 型や網 目の粗いものや細いもの,

二重ネット等 も市販されている.試 買 した洗

濯ネットは,角 型3種,丸 型3種 の6種 であ

る.こ の内丸型の1種 は」網目が粗いものと

細い ものと組み合わせ二重ネットで,3種 類

の使い方が出来る.洗 濯ネ ットの特性 を表1

に示す.ネ ットの容積はネ ット内にポ リエチ
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表1洗 濯ネットの特性

略 号 A B c D Eア* Eイ* F

形 状 角型 丸型

容 量(2)**

大 きさ(cm)

網 目(cm)

38

60x60

ヅ蝿

19

50x40

陥

。縄

7.5

35x30

,4

α{

22.5

直径35

0.z(聟

16

直 径33

コース
o.

0,3)象 鷺

6.5

直径24

智
組

成

ネ ッ ト

フ ァスナ ー

バイヤステ ーブ

縫 い糸

ナィの

ポリエステル

ポリエステル

劃エステル

劃エステル

劃 エステル

ボリエステル

劃 エステル100X

謂 エステル100%

ポリエステル100%

ポリエステル100%

劃 エステル100X

劃 エステル100%

剥 エステル100%

劃 エステル10q%

劃 エステル100

浴 比*** 35^一100 21^一45 9^一38 19^一38 25^一44 23^一26

価 格(円) 840 428 318 544 980 384

*:Eア とEイ を組み合わせ二重 ネ ットとして も使用可能

**=実 測値

***:力 タログの表示 よ り算出

レン袋を入れ,そ の袋内に入る水量から求め

た.丸

2-2洗 濯機

使用 した洗濯機 は,昭 和58年 購入の家庭用

二槽式電気洗濯機(容 量2.2kg)5)を 水304

で使用 した.洗 濯方式は強弱の反転渦巻 き式

で,回 転時聞と回転速度を表2に 示す.こ の

洗濯機 は,洗 浄効率とほつれ本数について良

い相関関係が認められている6).

2-3洗 浄効率

汚染布は,湿 式人工汚染布(洗 濯科学協会

表2洗 濯機の特性

強反転 弱反転

回転時間(秒)* Z7(2)27 5(5)5

回転 速度(rpm)** 355 351

*:()は 静止時 間

**:水30Qの 場合

販売)5×5cmを1回 の洗 浄 に5枚 用 いた.

反 射 率 の測 定 は,カ ラーテス タSC-3(ス

ガ試験 機)を 使 用 し,汚 染布1枚 の上 に 白布

を6枚 重 ね,洗 浄前後 の反射 率か ら常法 で洗

浄効 率 を求 めた.

洗 濯 物 は,45×45cm綿 メ リヤス布 を用 い,

表3洗 濯物の特性

品 名 綿 メーリヤ ス

密

度

コ ー ス

,ウ エ ール

15.0/cm

15.8/cm

絶乾重量 188.4g/m2・

厚 さ 0.6mm
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表4ほ つれ試験布の特性

品 名 鐘紡金巾2023

密

度

タ テ

ヨ コ

24.6本/cm

25.0本/cm

絶乾重量 126.Og/m2

厚 さ 0.3mm

各浴比 によって枚数を調整 した.洗 濯物の特

性を表.3に 示す.

2-4機 械力の測定 .

機械力 は,布 の切断穴のほつれ本数による

方法6)で 測定を行 った.

ほつれ試験布は,鐘 紡金巾20234～30×30cm

に直径3.6cmの 真円を5個 あけ,1回 の洗浄

に1枚 用いた.、ほつれ試験布の特性を表4に

示す.

2-5洗 浄条件

ほつれ試験布 と汚染布は,図1の 様にほつ

れ試験布 に汚染布5枚 を縫いつけ,実 験:は繰

り返 し2回 行った.

洗浄方法は,蛇 口に濾 し袋 を付けた水道水

(硬度3。DH)を 温 度30±2℃ に し,水30Q

にJISK3371洗 浄 力 判 定 用 指 標 洗 剤 を

0.133%で10分 間 洗浄 を行 った.洗 浄後,汚

染布付 きほつ れ試験布の み を取 り出 し,温 度

30±2℃ の水 道水中で軽 く10回 振 りす す ぎ,

だ ら干 に して 自然乾燥 後,ア イ ロンをかけ測

定 に供 した.

3.実 験結果及び考察

図1ほ つれ試験布と汚染布の取付け方

3-1ネ ッ トの種類 に よる効 果 一

強反 転 で浴比 を1:25と して ネ ッ ト内に試

験:布のみ を入 れ,ネ ットの種類 の違い に よる

洗浄効 率 とほつ れ本数 を図2・3に 示す.

丸 型 ネ ッ トは角型ネ ッ トよ り洗浄効率が低

く,ネ ッ トの形状 の違いで洗 浄効率 に差 が認

め られ る.液 槽 内で角型 ネ ッ トは1枚 の洗 濯

物 ≧して機械力 を受け るのに対 して,丸 型 ネ

ッ トは角型 よ りも立体 的で液槽 内での変形 が

少 ないた め と考 え られ る.

容 量 が 同 じで網 目の異 なるEア とEイ は洗

浄効率 に差が見 られない.ま た,容:量 が異 な

り網 目が同 じ大 きさのB・C,D・Eア を比 較

す る と図で は差 があ る様 に見 え るが,分 散 分

折 の結 果 はB・C;Fo=3.78<F(1,18:0.05)

=4 .41,D・Eア;Fo=4.03<F(1,18:0.05)

図2各 種 ネッ トの洗浄効率(浴 比1:25,強 反転)

一試験布のみをネットに入れた場合一
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図3各 種 ネ ッ トの ほ つ れ 本 数(浴 比1:25,強 反転)

一 試験布のみ をネッ トに入れ た場合 一

=4 .41で 有 意差 は認 め られ ない.Eア とEイ

を組 み合 わせ た二重 ネ ッ トの洗 浄効 率 は低下

す る.

ほつ れ本数 も各種 ネ"1ト に よる傾 向 はほぼ

同 じで,.分 散 分 折 の結 果B・C;Fo=0.04<

F(1,18:0.05)=4.41,D・Eア;Fo=4.33<

F(1,18:0.05)=4.41で 有 意 差 は認 め られ な

い.

これらのことか ら,渦 巻 き式洗濯機ではこ

の程度の網目の大 きさの違いよ りも,形 状の

相違の方が洗浄効率に寄与することがわかっ

た.

3-2洗 濯物全部をネッ ト内に入れた場合

ネッ トAの 容量 を洗濯槽 の容量30Qと 同

じに調整(48×60cm)し だ.

ネッ トAに 浴比を調整 した洗濯物全部 を

入れ洗浄を行い,そ の場合の浴比 と洗浄効率

及びほつれ本数の関係 をネットに入れない場

合 と比較 して図4・5に 示す.

洗浄効率は,強 反転ではネットに入れると

浴比の増加とともに洗浄効率は増加し,浴 比

1:30に なるとネットに入れない場合の洗浄

効率に近づ く.ネ ットに入れた場合洗浄効率

の低下は低浴比で約5～10%,ば らつきも各

図4ネ ット使用有無による浴比と洗浄効率

図5ネ ット使用有無による浴比とほつれ本数

浴比で大 きい.

弱反転水流 も強反転水流と同傾向であるが

ネ ットの有無 による洗浄効率の差は小 さくな

る.ネ ットに入れた場合の洗浄効率の低下は

強弱水流 とも機械力に比例 している∫

ほつれ本数も強反転のネ ットの有無による

ほつれ本数の差に比べ弱反転は差が少ない.

このことから,洗 浄効率,布 の傷みともに強

反転でネットの効果が認められるが,弱 反転

ではネットの効果は認められない.

この方法 は毛布 ・セータ等をネットに入れ

て洗 う場合で,浴 比1;30(通 常の80%)の

強水流で洗浄を行えば,洗 浄効率 を低下させ

ず に洗濯物の損傷を少な くすることができる.

弱水流でのネ ット使用は無益である.ま た,
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ネットの表示 に従えば,ほ とんどの場合洗濯

物を詰め込みすぎることになる.

3-3ネ ット内浴比 を変えた場合

強反転で全洗濯物浴比を1:25の ままとし,

ネットB内 の浴比 のみを変化 させた洗浄効

率 とほつれ本数の関係 を図6・7に 示す.

ネット内浴比 と洗浄効率の関係 は,ネ ット

内浴比1:50で 洗浄効率が最 も高 く,そ れ以

上浴比 を大きくしても洗浄効率は高 くならず,

次第に低下する.い ずれの浴比で もばらつき

はやや大きい.

平松 ら8)は,液 流の洗浄作用 として外部

液流 と布内部の構成繊維問を流れる内部液流

とに分け,通 常の機械作用 による洗浄におい

図6ネ ッ ト内浴比 と洗浄効率(全 浴比1:25)

一ネットBの強反転の場合一

"図7ネ
ッ ト内浴 比 と ほ つ れ 本 数(全 浴比1:25)

一 ネ ッ トBの 強反転 の場 合一

て も内部液流の影響があると述べている.白

岩3)は,ネ ッ トを使用 した場合の液流 は,-

洗槽内液流と布内部の構成繊維問を流れる内

部液流を含み,ネ ット内での布の流動,変 形

に関与するとしている.し たがって,ネ ット

内浴比1:50で は,ネ ッ トの内部液流の影響

が大 きく,外 部液流 とも相まってネ ットを使

用 しない場合の洗浄効率に近づいたと考えら

れる.ま た,ネ ット内浴比1:50以 外では布

と布 との摩擦7)が 少 ないため,洗 浄効率が

低下すると考えられる.ネ ットにすべての洗

濯物を入れた場合 ・(図4>で も,ネ ット内浴

比は通常の80%で 洗浄力がネットを使用 しな

い場合 と同程度に上昇する事が認められたが,

その限界は50%ま でであり,洗 浄方式が異な

る回転式 と同様 に適正浴比がある事がわかっ

た.ち なみに渦巻 き式の適正ネ ット内浴比 は,

面積比4c㎡/gで 回転式の場合 と異なる.こ

れは洗浄機構の違いといえる.

ほつれ本数は,ネ ット内浴比による大 きな

差は見 られない.

4.要 約

洗濯機洗いの場合,洗 濯物の機械力による

損傷を軽減するための手段 として洗濯ネ ット

が市販 され,家 庭でも広 く利用されている.

しかし,家 庭 における適切な使用方法 は不明

である.

そこで,市 販の各種洗濯ネット6種 につい

て,渦 巻 き式洗濯機による使用方法 を検討 し

た結果,以 下のことが明 らかになった.

1)洗 濯ネットの形状により洗浄効率に差

が見 られる.網 目の種類は,洗 浄効率やほつ

れ本数には影響 しないが,二 重ネ ットでは洗

浄効率の低下は明らかである.

2)洗 濯ネットを使用す ると,強 反転の低

浴比は洗浄効率 は低下 し,ば らつきも大 きい

がほつれは少な くなる.布 の傷みを嫌 う大き

な洗濯物は,洗 濯ネットに入れ通常の80%の

高浴比で洗浄するとよい.
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3)傷 みやすい洗濯物を他の洗濯物 と一緒

に洗濯す る場合は,一 般浴比の80～50%の 洗

濯物をネットに入れ,強 反転で洗浄すれば洗

浄効率は高 くほつれが少ない.

4)弱 水流では,機 械力が小 さいので洗浄

効率 とほつれ本数 ともに洗濯ネットの使用は

無益である.
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